
こんにちは。いけがみ歯科クリニックの池上誠です。 

８月は本当に暑い一ヵ月でしたね。猛暑というより酷暑という言葉の

方が、ぴったりくる一ヵ月だったと思います。気象庁では気温が３５

度を超える日を「猛暑日」と定義しているようですが、マスコミが３

５度を超える日を「酷暑日」と呼んでいて、そちらも浸透しているよ

うです。まあ、呼び名はどちらでも良いのですが、その３５度を超え

る日というのが岡山市内でも何日かありましたよね。「命が危険にさ

らされる暑さ」だと感じる日が何日かありました。暑さ寒さも彼岸ま

でという言葉もありますが、本当にお彼岸を超えたら涼しくなるのか

なぁといった感じでもあります。今年のお彼岸は、３連休だったり、

４連休だったりする人も多いと思います。８月が「例年とはちがう夏」

ということで、みなさんも外出を控えていたのではないでしょうか。

お盆に帰省したり、お墓参りに行くことができなかった人が、このお

彼岸のときに帰省やお墓参りに行けるといいなと思っています。専門

家の方が「感染のピークは越えたんじゃないか」といった発言もして

いましたよね。アカデミックな見解なのか、規模的観測なのか、その

真偽は時が経たないと分からないのですがもうそろそろコロナの話題

から解放されたい気もします。とはいえ、まだまだ「新しい生活様式」

での日常を続けなければなりません。お互い感染予防、熱中症予防に

心がけましょう。               院長 池上 誠 

涼 

 

～～ああななたたのの声声をを聞聞かかせせててくくだだささいい（（患患者者ささままのの声声））～～  

今回も新しい生活様式のお話。これまでマスクの着用との関係でお話していまし
たが、今回は運動不足と噛み合わせについてお話します。岡山では、さほど影
響はないのかなと思っていましたが、やはりそうでもなく、打ち合わせや会議がオ
ンラインに変わってきたということをよく耳にします。本来なら、大阪や東京まで出
張しての打ち合わせが、オンライン会議システムで済んでしまうので、出張がなく
なっているそうです。オフィスや家で済んでしまうので外出して歩く時間が減った
人も多いようです。長時間のデスクワークで運動不足になり筋肉の緊張具合が
偏ってくると肩や首回りの筋肉、そして顎の筋肉にも影響を及ぼすのは言うまで
もありません。そのことが原因で、咀嚼に影響したり、片噛みになったりします。
もちろん噛み合わせにも影響するでしょう。長時間デスクワークが続く人は、適度
な運動やストレッチ、首や顎の筋肉をほぐす体操などを合間、合間に取り入れて
みては、いかがでしょうか？ 

しくなる日は来るのか！？ 

噛噛みみ合合わわせせののおお話話○○9911～～噛噛みみ合合わわせせとと新新ししいい生生活活様様式式③③～～  

このスペースでは、治療後に寄せられた患者さまの声を掲載しています。 

一番奥の歯が欠けて、新しい詰め物をしてもらいました。虫歯も見つか
り同時に治療してもらいました。丁寧な説明と治療で、とても安心して
受診できました。次に欠けそうな歯も教えてもらい、その理由も教えて
もらいました。しっかりケアして、欠けないように注意したいと思いま
す。ありがとうございました。（４０代・男性） 
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い け が み 歯 科 ク リ ニ ッ ク 
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歯科・口腔外科・小児歯科 
レーザー治療・予防歯科 

インプラント・ホワイトニング 

西川沿い・岡山駅から徒歩１０分 
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～いけがみ歯科は、頑張るあなたを応援しています～ 

歯っぴ～通信 

今だからこそ 

ウイルス対策⑤ 

口腔ケアで 

ウイルス性肺炎の 

重篤化を予防（●＾o＾●） 
 

高齢になるにつれ、食べもの

や唾液が誤って気道に入る

「誤嚥」が起こりがちです。

この時、お口の中が不潔な

状態だと「誤嚥性肺炎」を

起こしやすくなります。この

誤嚥性肺炎を起こしてい

るところにコロナの肺炎が

起きると重篤化する恐れが

あると言われています…。 

つまり、お口の中の環境を

整えて細菌による誤嚥性

肺炎を起こさないようにし

ておけば、コロナによる肺炎

の重症化を防ぐことができ

るということです！手洗いや

うがいに加え、毎日の丁寧

な歯磨き、そして定期的に

歯科での専門的な 

クリーニングを受けて 

お口の中の環境を 

整えましょう♪ 

 

 
 

   


